
 

支部だより「きぼう」について 

 

R1.5.12 運② 

１ 編集のポイント 

・活動報告だけでなく寄稿コーナーを設け、患者・家族等の支部活動への関心を高める。 

 

２ 発行予定 

・年 2回発行予定 

1回目：支部総会・講演会の内容が中心 … 8月末までに発行 

2回目：支部研修会の内容が中心    … 2月末までに発行 

 ・3年後、支部だよりを支部設立 5周年記念誌として発行。予算は 10万円程度を予定 

 ・現在、印刷製本は事務局で行っているが、将来予算的に可能なら業者に依頼したい。 

 

３ 送付先と印刷部数（きぼう 7号の場合）約 50部 

 ・支部会員  30 

 ・関係機関   9 健康福祉総務課、各保健福祉事務所、高松市保健センター、 

かがわリハ福祉センター、高松医療センター地域医療連携室、 

香大附属病院地域医療連携センター 

 ・四国支部   3  愛媛県、徳島県、高知県 

 ・その他    5 講演講師、寄付者、関係事業所（3）等 

 ※次号より近畿支部、高松医療センター病棟の掲示・設置、寄稿者等への送付を予定 

 

４ 編集計画 

号 編集内容 担当・校正 印刷・発送 発行 

きぼう 8号 

・支部総会、講演会の報告 

・「ひろば」の編集 

・事務局より、その他 

氏原 

西谷 

岩本、直井 

事務局 8月末 

きぼう 9号 

・支部研修会 

・ひろば 

・事務局より、その他 

氏原 

西谷 

岩本、直井 

事務局 2月末 

 

〇「ひろば」の編集について 

・寄稿コーナー「ひろば」は、下記のような内容を募る。 

 例 … 俳句、川柳、短歌、自由詩、体験談や悩み、生活の工夫、情報提供等 

・ページの編集、レイアウト等は担当者（西谷）にお任せする。寄稿が少ない場合は、

可能な範囲で運営委員にも寄稿の協力をお願いしたい。 

・作品募集は、総会、研修会案内時等に事務局より募集文を配布（発送）する。 

〇活動報告について 

・支部総会・講演会、支部研修会の報告は、2名（氏原、西谷）で相談し分担する。 

・事務局（岩本）は、支部の取り組み、周知事項等を報告する。 

・校正担当者（岩本、直井）は、全体の校正、レイアウトを担当し仕上げる。 

※茶話会について 

・茶話会の報告は、案内チラシに前回の話題等を事務局が載せている。 

・司会は 3名（田中、国方、嶋田）で分担し、記録は 1名（西谷）にお願いしたい。 



 

令和元年 6月 9日 

 

支部会員、患者・家族各位 

 

日本 ALS協会香川県支部 

支部長 岩 本  豊 

 

 

支部だより「きぼう」寄稿コーナーの作品募集 

 

 

青葉の候、ますますご清祥のことと存じます。日ごろより、支部活動に深いご理解とご

協力をいただきありがとうございます。 

さて、これまで ALSへの理解啓発とともに、支部活動の取り組みを知っていただくために、

総会、講演会、研修会等の報告を中心に年 2回支部だより「きぼう」を発行してきました。

今回より、皆様にとってより身近な情報誌となるよう、支部だよりに寄稿コーナー「ひろば」

を設けることにしました。 

つきましては、下記のとおり作品を募集しますので、多くの方の応募をお待ちしておりま

す。作品は、「きぼう 8号」（8月末発行予定）に掲載いたします。 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

 

記 

 

１ 募集作品 

① 俳句、川柳など … 一人 5句まで 

② 短歌など    … 一人 3首まで 

③ 自由詩など   … 一人 1篇（最大 16行 4連程度を目安に） 

④ 日頃の思い、情報提供など … 一人 1篇（1000字以内を目安に） 

⑤ 絵、書、その他の作品写真 … 一人 3点まで 

 

２ 締め切り 7月 31日（水） 

 

３ 送り先（郵送でもメールでも可） 

  郵送  〒761-8014 高松市香西南町 4-38 岩本方 

       日本 ALS協会香川県支部事務局 

  Email  hiro-s57@ma.pikara.ne.jp 

 

４ 留意点 

・作品は、発表、未発表を問わず応募できます。 

・応募は、募集作品の①～⑤の内から一種類をお選びください。 

・応募作品が多い場合は、次号（2月末発行予定）に分けて掲載することがあります。 

・作品には作者名も記載します。匿名希望の場合は、その旨をお知らせください。 

・寄稿者全員にきぼう 8号をお送りしますので、送り先を明記してください。 

mailto:hiro-s57@ma.pikara.ne.jp

